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R6.12.2 診療部

European Journal of Biomedical Research
Vol 3 | Issue 5 | December 2024 pp 6-8
ISSN 2796-0056 DOI:
10.24018/ejbiomed.2024.3.5.106

Triumph or Just Victory? Current Status of
Sodium-Glucose Cotransporter-2 Inhibitors
across Heart Failure Spectrum

伊藤 重範

R6.12.25 診療部

European Journal of Medical and Health
Sciences
Vol 6 | Issue 6 | December 2024 pp 90-93
ISSN 2593-8339 DOI:
10.24018/ejmed.2024.6.6.2231

Effectiveness of Exercise Therapy for Patients with
Prostate Cancer Focusing on High-Intensity
Interval Training: A Narrative Review

伊藤 重範

R7.3 診療部
European Journal of Medical and Health
Sciences Vol 6 in press

Micro-workout: A Paradigm Shift in Effective Exercise/Physical
Activity for Health and Longevity

伊藤 重範

R6.6 診療部
Int J Rehabil Res 47: 75-80,
2024

Gait training with a safety suspension device accelerates the achievement
of supervision level walking in subacute stroke: a randomized controlled
trial.

園田 茂

R6.7 診療部 Psychogeriatrics 24: 830-837, 2024
Alterations in driving ability and their relationship with morphometric
magnetic resonance imaging indicators in patients with amnestic mild
cognitive impairment and Alzheimer's disease.

園田 茂

R6.10.16 診療部
Jpn J Compr Rehabil Sci 15: 42-48,
2024

Effect of combining an upper limb rehabilitation support robot with task-
oriented training on severe upper limb paralysis after spinal cord
infarction: A case report.

園田 茂

R6.6.29 診療部
第1回 2024年度三重県立看護大
学公開講座

脳卒中とリハビリテーション 園田 茂

R6.11.3 診療部
第8回 日本リハビリテーション医
学会秋期学術集会

脳血管障害のリハビリテーション医学・医療：歴史と展望 園田 茂

R6.11.30 診療部
2024年度豊田加茂ウェルビーイング
ネットワーク部会③企画研修会

(回復期)リハビリテーションと生活期との架け橋 園田 茂

R6.7.28 リハビリテーション部 東海青年医会学会 臨床実習における意識調査　～指導者と実習生双方の観点から～ 伊豆原 亮

R6.10.3 リハビリテーション部
リハビリテーション・ケア合同研
究大会　山梨2024

回復期リハビリテーション病院退院後における転倒の実態調査 加納 翔太

R6.5.19 リハビリテーション部 第32回　愛知県作業療法学会
橋脳梗塞による四肢体幹失調患者へのアプローチ
～恐怖心の強い方への難易度設定を中心に～

三浦 大和

R6.5.19 リハビリテーション部 第32回　愛知県作業療法士会
脳卒中患者の実車運転評価における要練習群の経過調査
〜初回時と再評価時の結果の比較から〜

川村 直希

R6.11.7 リハビリテーション部
8th APOTC（第8回　アジア太
平洋作業療法学会）

Changes and characteristics of people who resume driving after stroke
～Consideration based on survey results and on-road test results～ 川村 直希

R6.12.15 リハビリテーション部 第8回　日本医療安全運転学会 高齢と非高齢の脳卒中患者における実車運転評価の比較 川村 直希

R6.10.4 リハビリテーション部
リハビリテーション・ケア合同大
会　山梨2024

法人目標実現に向け1年間の振り返り
～理事長の想いを一般職へ浸透させることを目指して～

中村 嘉貴

R6.5.19 リハビリテーション部 第32回愛知県作業療法学会 継続的な関わりで内服自己管理が可能となった脳卒中患者の一例 畔柳 舞子

R6.8.24 リハビリテーション部
愛知回復期の会　愛知PTOTST連
携を考える会

回復期リハビリテーション病院から訪問リハビリへ
縦の連携のポイント～重度片麻痺失語症患者に対する関わりを通して気
づいたこと～

中田 耕太
河田 拓也
豊田 泰久
冷水 将

R6.7.28 看護部 東海青年医会学会
ＣＯＶＩＤ-19下における微熱含む発熱患者の実態調査
～FIMから探る～

和田 留美

R6.11.20 看護部
日本医療マネジメント学会愛知県
支部

FIMから探るCOVID-19下における有熱者の特徴 和田 留美

R6.7.28 看護部 東海青年医会 疾患を理解した説明への取り組み～高次脳機能障害に着目して～ 伊藤 真梨

R6.7.18
地域連携推進部

リハビリテーション部

豊田市地域包括支援センター現任
職員介護支援専門員合同研修

リハビリテーションについて 村田 元徳

R7.2.2
地域連携推進部

リハビリテーション部

介護予防への第一歩～初めて地域
で活動する専門職のための研修～

通いの場の運営について 村田 元徳

R6.6.11 リハケア部
愛知セラマネ委員会　愛知ST事例検討
会

中等度感覚性失語を呈した症例の退院後を見据えた介入方法の検討 山内 美智子

R7.2.8 リハケア部 愛知ST症例検討会
頸髄・頚椎疾患により嚥下障害が残存したが、食事の自己摂取動作獲得
練習を通して活動意欲が高まった症例

小野寺 紀彦

R6.10.3-4 リハケア部
リハビリテーション・ケア合同研
究大会　山梨2024

心地よく入院生活を送っていただくために
～スピーチロックをなくす取り組み～

田口 裕子

2024年度　学会・研修等発表会
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R6.8.24 リハケア部
愛知回復期の会　愛知PTOTST連
携を考える会

今までの議論のまとめとPTOTSTの連携 田平 貴也

R6.9.14 リハケア部 CBA活用講習会 作業療法士が考える看護師・介護士が認知能力を捉える意味 田平 貴也

R6.11.10 リハケア部
リハナース2024　Vol.17
No.6

CBA活用の実践 田平 貴也

R6.11.20 リハケア部
作業遂行6因子分析ツール
(OPAT6)

回復期リハビリテーション病棟における作業療法の展開 田平 貴也

R6.12.8 リハケア部
愛知回復期の会　看護師介護士セ
ラピスト合同研修会

セラピストの専門性と多職種連携 田平 貴也

R7.1.18 リハケア部 認知関連行動アセスメント基礎編 多職種によるCBA評価とCBAの活用事例　OTについて 田平 貴也

R7.2.21 リハケア部
回復期リハビリテーション病棟協
会第45回研究大会in札幌

誤嚥性肺炎後の廃用症候群により介護が必要な事例に対し，作業遂行6因
子分析ツール(以下，OPAT6)を用いて在宅生活に繋げた経験

田平 貴也

R7.2.22 リハケア部
回復期リハビリテーション病棟協
会第45回研究大会in札幌

シンポジウム４
『認知能力障がい者の“活きる“を支える　認知関連行動アセスメント
(CBA)の活用と可能性　作業療法士の立場から』

田平 貴也


